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突然の指名で,しめくくりにはならないと思います

が.一百述べさせて頂きます｡今回は r苑迎｣,｢百四･
コミ3Lニケ～ツまソ｣,｢脳神経｣の3つのテーマについ
て.昨日から講釈と討論が行なわれましたが,ホミュゼ

ーシまソの間題には,いかに多方面からのアブp-チが

必要であるかな捕慈しました｡

発達の部では,それぞれの誹訳はいずれも有益でした

が.同じく凝達といっても,歯冠形倍の発達と社会行動

の禿達とは,いささか界質のものの組合せという感じを

うけました｡

苑迅というと,進化も,苑宵や成長も,生括技術や社

会糾迫の苑灰も,広くとればみな含まれてしまいます｡

どれかにしはるか,さもなければ,只質なものでも相互

に何らかの関係があるとか.対比ができそうな印柄を組

合せれば,もっと談論が噛み合って効果があがると想い

ます｡

言語は入所のコミiニケーシきソの媒介としてはかり

でなく.思考の法則の普適性を示す点でも毘要な意味を

もっていますが,コミーニケーツナソそのものは人研以

外の動物でも,いろいろの形で行なわれているわけで

すo抽象伐力と抽象概念を記号化して-2Z出する惰力が,

ホミュゼーシ甘ソにとって特に琵要ですが,人桝が音戸

に上って無数の記号な変現できるのは,多胡多様な前節

苛を発することのできる口腔や咽喉部の酢別学的な耶道

千,発音発声に与るm.要旨官の筋肉を支配する神経の微妙

な協調によるものです｡これは入校の直立二足歩行に伴

う解剖学的構造の変化や,長い発育期間に直立二足歩行

するために捧げられる,筋肉と神経との協調の訓練に負

うところが少くないと考えられます｡今まで,チソバソ

ジーに音声による言語を教えこもうとする試みが,うま

くいっていないのは周知のことですが,先ほどの講釈で

紹介されたように,チソバソ･i7-に視覚による記号表出

の惰力があるということは,梓めて注目すべきものと想
います｡

ただ,このようなことと閃証して,日ごろ応じている

ことを申しますと,一つはチl/バソジーにそうした惰力

があるということと,それがチソバソジーの生活にどの

ような布与なしているかということとは,別間皿であろ

うということです｡例えていえは,土群の発明は新石狩

時代に放物の栽培と結びついて,入所の生活に画期的な

発展をもたらしましたが,土を焼けは固い焼物になるこ

とは.枚期旧石字音時代の放いた土偶や,中石器時代に粗
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経た土泊があることから.すでに古くから知られていた

ことが分ります｡放古の土笥紬ていつどこで作られたかな

知ることも,無的悪衣のあることには近いありません

が,それよりも孤要なのは,いつどういう夙に土宅詮が,そ

の効用を発揮して.入所の生活にm班な役刑なJRたすよ

う̀になったか.ということではないでしょうか｡これと

同じように,チソバソIj一に祝党冒詔の河在的な惰力が

あるということが解ったことはm変ですが,もっとm変
なのは,そうした伐力が果たして実生活においてどのよ

うに働いているのか,ということだろうと.lt..tいます｡

これと関連してもうーっ指摘しておきたいのは.チソ

バソ･17-のそうした偲力は人間の凹与によって引きださ

れた.ということです｡人間が与えた条件づけによる学

習に上って,チソバソー}-はそうした代力をあらわすよ

うになったので,人間の閃Jj･がなければ.自然の状怨で

は自らそうした他力を熊川することはないのではない

か｡十何年か前に串仏のサルを見学に行きまして,いわ

ゆるイモ沈いとかムギの沈別など.その頃和名になった

サルの行動を見て苅いたのですが,こうした特穴な行動

は,研究者や飼育者との接触の下で現われたものですo

いわゆる自然状態でこういう特タもな行動が生れるなら

は.各地の野生ニホソザルの柴田でも.さまざまな変っ

た行動が見られていいはずですが.それほど疏晋なもの

は見出されていないのではありませんか｡そうすると.

やはり率Blのサルの行司伽こは,人間の影野が破く働いて

いる.敬いていえば,人間との接触があったからこそ生

じた,といっていいのではないかと思います｡一般的に

みて,今日ほど人間がいたるところに住み,これほど地

表を改変している状況の下で,野生とか自然状態とかい

う場合にも,多かれ少なかれ人間の彫坪を考慮する必要

がありそうに思われます｡特にわが国のように人口桐領

な島国で.野生といわれるニホソザルの生協に,人間と

その作っている環境が,正接間接に的与している皮合い

はどんなものでしょうか｡分布にしても,下北のように

耐寒の地にすみつくようになったのは,何か人間との関

係がありそうに.FL.tわれます｡

蔽近チソバソ･17-が肉食をするということが報告され

て,私どもの放室の西田釘もその日で見たといいますか

ら,事実であることに閃迎いありませんが,私はこれに

も人間の杉野があるのではないかと,ひそかに考えてい

ます｡チソバソジーの行動地域の中に土人の郡箔もあれ
ば,土人とチソバソジーが行きあう機会も少くないとき
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いています｡チソバソジーは人間に対して強い好奇心を

示すそうですが,そうなるとますます人間の行動に触発

されて,チソバソジーが肉食をするようになったのでは

ないか,という疑いをもつのです｡

そのような疑いは無用ということが分れはそれでいい

のですが,其相というものは,その気で見ないと分らな

いことがあるものです｡

チソバソジーが本来肉食をする習性をもっていたかど

うかは,入校の進化を考える上に重要な意味をもってい

るだけに,是非真相を知りたいと思っています｡

入所の象徴たる知恵を宿す脳と神経の研究は,時実先

生がよくいわれるように,入坑を理解する上の中心課題

ですが,今回の訴浜からも復経で難解な対象であること

がよく分ります｡言語･コミュニケ～シBソの部でも,

｢脳のはたらきと言語｣という訴浜がありましたが,今

後もホミュゼーシ呈ソの研究会が拭けられるならは.い

つかまたさらに別の角皮から脳神経の問題をとりあげる

のがよいと思います｡
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